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はじめに

２０世紀の初め頃、ヨーロッパではドイツを中心

に体操改革運動が起こり、それまでのシュピース

ーマウル方式の体操や形式化したスウェーデン体

操に代わる新しい体操が求められた。この改革

運動の流れのなかでL､パラート（LudwigPallat，

1867-1946)')とＦ,ヒルカー（FranzHilker,1881‐

1969)2)は、1922年にベルリンで「芸術的な身体

修練のための会議」を開催し、1923年にその会

議の報告書である「芸術的身体修練｣3)を出版し

た。Ｆ､ヒルカーは、1925年に「ドイツ体操同盟」

を設立し、その長として活動を始め、さらに1926

年に『純粋体操｣4)を出版した。ヒルカーは、こ

れらの活動を通して新しい体操の諸派を強く結び

つけていった。そして、彼は1935年に『ドイツ体

操（DeutscheGymnastik)｣5)を著し、新しい体

操の拠り所となる指導要領を作り上げた6)。

新しい体操諸派の多彩な活動については、す

でに我が国でも早い時期から紹介がなされてい

る7),8),9).10)。しかし、この諸派がどのように関わっ

て、「ドイツ体操」が作り上げられたのかという

ことについての具体的な記述は少なく、不充分で

ある'')。

本研究では、前の論文で取り上げたルードル

フ・フオン・ラバン（RudolfvonLaban,1879‐

1958)'2)に引き続き、ルードルフ・ボーデ(Rudolf

Bode，1881-1970．以後Ｒ・ボーデと略記）に焦点

を当て、Ｆ,ヒルカーが推進した体操改革運動に

Ｒボーデがどのように関わったかを明らかに

し、そのことによって、Ｆ・ヒルカーが『ドイツ

体操」において提示した「体操の研究領域」の

内容にＲ・ボーデがどのような貢献をしたのかに

ついて考察する。用いる主な資料は、『ドイツ体

操』の他、「芸術的身体修練」の初版から「身体

と芸術｣'3)、「私たちに必要なこと」'4)、「古い教育

と新しい教育｣'5)、『芸術的身体修練」の改訂版か

ら「表出体操16)の本質について｣17)、そしてドイ

ツ体操同盟の機関誌『体操」から「体操的身体陶

冶｣18)、「ミュンヘン体操会議｣１９)、さらに「緊張

と解緊｣20)、「純粋体操｣、および「ルードルフ

ボーデーその生涯と業績｣２１)等である。

Ｉ．『ドイツ体操」の出版に至る経緯に

ついて

１．体操改革運動と３つの体操会議

体操改革運動（Gymnastikbewegung）は、２０

世紀の初め頃にドイツを中心にヨーロッパで起

こった体操の改革運動の総称である。形骸化した

体操に魂（命）を吹き込むことが目指された。こ

の運動は、当時の芸術的新潮流22)に呼応するも

のであった。

グーツムーツ（J・CGutsMuths，1759-1839）

やヤーン（ＦＬ､Jahn，1778-1852）がドイツ近代

体育の先駆的役割を果たした後、学校への体育の

導入は、ドイツ国内の体育論争を経て、１９世紀中

頃、シユピース（Ａ・SpieB,1810-1858）によって

始められ、マウル（Ａ､Maul,1828-1907）によっ

てほぼ達成されたといわれている23)。近代体育と

してのシュピースーマウル方式の体操やスウェー

デン体操は、初期にはそれぞれ独自の道を歩んだ

ものの、１９世紀後半にはヨーロッパ各国に普及

し、世界各国に伝えられた。当時の自然科学万能

の合理的精神に基づく体操は、幾何学的で形式的

な集団運動形式の堅苦しいものが支配的であっ

た24)。その後、このような体操に対して、あまり

に形式的、人為的であり、まるで鋳型にはめられ

た、あるいは操り人形のようであるという批判が

高まり、新しい体操が求められた。そして、第一

次世界大戦後になると、学校体育の改革運動が起

こった。その急先鋒を担った運動のひとつが「自

然体育（NatMichesTurnen)」であった25)･26)。

そして、Ｆ､ヒルカー、Ｒ､v､ラバンやＲ､ボーデの主

張もこの路線に立つものであった。

この体操改革運動の流れのなかで、新しい体

操の諸派を集めて３つの大きな会議が開かれ

た。「芸術的な身体修練のための会議（Tagung

fnrk伽stlerischeK6rperschulung)」（1922年、

ベルリン)、「体操的身体陶冶（Gymnastische

K6rperbildung）の会議」（1926年、デユツセ
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ルドルフ）、そして「人間形成としての体操

（GymnastikalsMenschenbildung）の会議」

（1931年、ミュンヘン）である。

Ｆ,ヒルカーは、1931年の会議の報告である

「ミユンヘン体操会議｣27)のなかで、この３つの

会議はこれまでの体操改革運動を跡づけるもの

で、そこで掲げられたそれぞれのテーマ、「芸術

的身体修練｣、「体操的身体陶冶」、そして「人間

形成としての体操」は、体操が改革運動のなかで

歩んできた道、すなわち「身体運動の美的形成」

から「いきいきとした身体現象の発現と育成」を

経て、「総合的な人間形成」への道であったと述

べている。

２．芸術的な身体修練のための会議（1922年、ベ

ルリン）

1922年１０月５日～７日、ベルリンにおいて「芸

術的な身体修練のための会議」がＢ・メンゼン

デイーク（BessMensendieck,1864-1957)、Ｒ,v・

ラバンやＲ､ボーデ等を一堂に会して催された。

この会議は、Ｌ・パラートが率いる「中央教育

研究所（ZentralinstitutfnrErziehungund

Unterricht，1915-1945)」とＦ､ヒルカーが率い

る「学校改革者決起同盟（Bundentschiedener

Schulreformer，1919-1933)」が中心になって連

係して呼びかけることによって実現された。

当時まだ若い体育教師であったＨメダウ

（HinrichMedau,1890-1974)28)もこの会議に参

加し、その著「新しい体操一メダウの教授法」の

なかで、「毎日、1000人以上の観客、教育者、体

操家、芸術家や体育・スポーツの代表者たちが演

技発表について回った｡｣29）と述べている。Ｅ・ハ

ルテ（ErichHarte）も、この会議では次のよう

な講演と演技発表が行われたと報告している30)。

講演者としては、Ｒ・フリース（RobertFlieB)、

P・ベッカー（PaulBekker）やＦ・キルヒベルク

（FranzKirchberg）等々３１)、そして、演技発表

としてはダルクローズ（Freundtによる発表)、

メンゼンデイーク（HedwigHagemannによる発

表)、Ｒｖ,ラバン（RudolfvonLaban自身による

発表）、ローエラント派（v,Rohden-Langgaard

による発表)、Ｒ､ボーデ（RudolfBode自身によ

る発表)、Ｅダンカン（Merzによる発表）等であ

る。

この「芸術的な身体修練のための会議」の報告

書として、1923年にＬ､パラートとＦ・ヒルカーの編

集による『芸術的身体修練』が出版された。これ

には、編者たちによる序文の次に、まずパラート

の「身体と芸術｣、続いてヒルカーの「私たちに

必要なこと」が掲載されており、それぞれの論文

のなかで彼らの目指している芸術教育や体操の改

革への立場が明らかにされている。この報告書に

は、Ｒボーデも、「古い教育と新しい教育」を寄

稿している。この『芸術的身体修練」は1924年に

第２版、1926年に改訂第３版と版が重ねられた。

この第３版は、いくつかの論文の差し換え等に

よって、会議の報告書以上のものになっていっ

た。ヒルカーの「私たちに必要なこと」は、内容

についてはほとんど同じであるが、題名が変えら

れ「身体教育の新しい課題」となった。また、

ボーデの論文は、「古い教育と新しい教育」から

「表出体操の本質について」に差し換えられた。

１９２２年の会議当時、新しい体操諸派はま

だばらばらに活動していたが、Ｆ､ヒルカーが

1925年11月１日にドイツ体操同盟（Deutscher

Gymnastikbund，1925-1933）を結成したこと

により、これらの新しい体操諸派に共同研究の

機会が与えられた。その結果、Ｈカルマイヤー

（HedwigKallmeyer,1884-1948)、Ｅ・ギンドラー

（ElsaGindler，1885-1961)、Ｂ､メンゼンデイー

ク、ローエラント派の人々、Ｒｖ､ラバン、そして

Ｒボーデ等の諸派を強く結びつけることになっ

た。ヒルカーは、1925年から1933年まで、この同

盟の議長を務め、体操諸派をまとめていった。

３．体操的身体陶冶の会議（1926年、デュッセル

ドルフ）

このように体操諸派がようやくまとまり始め、

共同研究も可能となった状況のなかで、1926年５

月27日～29日、デュッセルドルフにおいて「体操



４ 『ドイツ体操（DeutscheGymnastik)」に果たしたルードルフ・ボーデの貢献について

的身体陶冶の会議」が催された。この会議は、

パラートが率いる「中央教育研究所」とヒル

カーが率いる「ドイツ体操同盟」の共催で行われ

た。ドイツ体操同盟の報告32)では、この会議に

は2000人以上の人々が参加し、パラートの「体

操的身体陶冶」やヒルカーの「体操の文化的課

題」等の講演の他、体操諸派の代表者たちによ

る講演や演技発表が行われた。講演に対応する

デモンストレーションとして、ドイツメンゼン

デイーク体操、Ｒ､ボーデの表出体操、Ｒｖ・ラバン

のハンブルク「動きの合唱団｣、その他、ローエ

ラント派、ギンドラー派、フォン・ホランダー

（v・Hollander）派、ヘルマン（AHerrmann）

派、メンツラー（Ｄ・Menzler）派等の演技発表、

さらに、Ｍ､ヴイグマン（Ｍ・Wigman）やＫ・ヨー

ス（Ｋ､JOCS,sic）のダンスの発表が行われた。

Ｆ､ヒルカーは、この1926年の会議の後、自身の

実践的な体操の経験や研究、そして当時の指導的

な体操諸派との友好関係を土台にして、この同じ

年に『純粋体操」を公にした。彼は、会議の開催

とその報告書の出版、著書の出版等の活動を通し

て、体操の本質や課題を明らかにすることによっ

て、それまで長く続けられていたツルネンやス

ポーツ団体との非難合戦33)にも終止符をうつ

た。さらに、その結果、明らかになった体操の本

質や課題を手掛かりに体操教授法の指針を具体的

に提示することによって、一致団結して新しい体

操を普及させようとした。

４．人間形成としての体操の会議（1931年、ミュ

ンヘン）

1931年２月２７日～３月１日、ミュンヘンにお

いて「人間形成としての体操（Gymnastikals

Menschenbildung）の会議」が催された。この

会議は、ヒルカーが率いる「ドイツ体操同盟」

の総会の時に一般公開の集会として行われた。

ドイツ体操同盟の報告34)によると、体操同盟の

議長として、Ｆ､ヒルカーが「体操の教育的意義」

について講演を行った。副議長としてＥ,ギンド

ラーの講演も行われた35)。演技発表として

|ま、Ｄ・メンツラーとＭ・シュミツ（Margarete

Schmidts）が「姿勢と動き」について、Ｈ・ゼ

ンフ（HildaSenff）が「リズム、音楽そして動

き」について、ローエランド派が「方向の意味

と空間体験」について、そしてＨ､メダウとギュ

ンター派が「祝祭の夕べ」を行った。さらに、

Ｈハーケマン（HedwigHagemann）、Ｇ,フイ

ケンチヤー（GertFikentscher）、Ｄ・メンツラー

が「遊びと構成」について、カルマイヤーーラウ

ターバッハ派が「体操的課題への独自の取り組

み」について発表を行った。

その後、Ｆ､ヒルカーは具体的な体操教授法を求

めて努力を重ね、それをまとめようとした。そし

て、彼は1935年に彼の体操研究の集約である「ド

イツ体操」を著した。

５．『ドイツ体操」とその研究領域

『ドイツ体操」は、短い数行の前文の後、「ド

イツ体操の特質について｣、「ドイツ体操の研究

領域｣、そして「ドイツにおける体操の歴史」

の３部で構成されている小冊子である。

「ドイツ体操」の主要部分である

「ドイツ体操の研究領域」に提示さ

れた具体的内容は、「動きの基礎修練

（GrundschulungderBewegung)」、「姿勢

修練（Haltungsschulung)」、「動きの展開

（Bewegungsentwicklung)」、「動きと手具

（BewegungundGerat)｣、そして「動きの構成

（Bewegungsgestaltung)」の５つである。

(1)動きの基礎修練

「動きの基礎修練」では、立位で行われる５つ

の基本運動が取り上げられている。日常的な運動

から歩く、走る、跳ぶの３種、そして自由な運動

としてはずむ、振るの２種である。これらの運動

は、身体的特徴だけでなく心的また精神的にも考

慮され、全身的に、すなわち、人間のホーリス

テイックな運動として扱われるべきであると強調

されている。たとえば、歩く運動の特徴として

は、身体的には安定や動的バランス、心的には閑

静や腹想、精神的には目標の明確さや威厳などが
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挙げられている。しかし、具体的な動き方の指示

はされておらず、それは実際の指導の場での教師

の仕事であるとされている。

(2)姿勢修練

「姿勢修練」は、動きの基礎修練を補完するも

のとして位置づけられ、骨格、筋肉、器官の発達

不全やそれらの発達のバランスの崩れによる動き

の不活発さ、抑制や欠陥を取り除くために行われ

る。

(3)動きの展開

動きの基礎修練と注意深い姿勢修練を土台にし

て可能になる「動きの展開」では、基礎的な動き

自体の変化・展開、組み合わせ、繋ぎ合わせ等が

扱われる。基礎的な動きの変化・展開は、それぞ

れの動きがもつリズムの特'性を高めたり、変化さ

せることによって、また時間的、空間的に変化さ

せることによって行われる。動きの組み合わせや

繋ぎ合わせについては、はずみながら歩く、振り

ながら走る、走ってから跳ぶ等の他、抵抗のある

動き、例えば押す、引く、突く、打つ等とも組み

合わせ、繋ぎ合わせることができる。

(4)動きと手具

手具を伴う動きは、動きの展開の一方法である

と考えられる。『ドイツ体操」の動きの修練は立

位での運動を主眼としているので、用いられる器

具は固定した器械や可動式の大きな器械ではな

く、ボール、棒、砲丸等、基礎的な動きの修練の

ために安定、はずみ、活気等を促し力動的な変化

を与えられるような手具に限られている。

(5)動きの構成

この「動きの構成」については、『ドイツ体

操」ではほとんど説明がされていないが、暗示的

に音楽、詩やダンスとの密接な関係が言及されて

いる。ダンスとの関係について、ヒルカーは、

「祝祭の時の仲間うちの運動によるコミュニケー

ションとしてのダンスは、ドイツ体操の課題のな

かに含まれる。一方芸術ダンスはそれ独自の芸術

的領域に入る｡｣36）と述べている。動きの構成に

ついて、彼は体操と他の運動芸術領域との共通部

分にひとつの大きな可能’性を見出しているように

‘思われる。

Ⅱ．体操改革運動におけるＲボーデの貢

献について

この章では、Ｒ・ボーデの経歴を辿るなかで、

彼が３つの体操会議にどのように関わり、新しい

体操の諸派とともに体操改革に取り組んでいっ

たかについてみていく。その際、Ｆ､ヒルカーが

「ミュンヘン体操会議｣37)のなかでそれぞれの体

操会議のテーマについて要約したキーワード、す

なわち、「芸術的な身体修練一身体運動の美的形

成｣、「体操的身体陶冶一いきいきとした身体現象

の発現と育成」、そして「人間形成としての体操

一総合的な人間形成」をその道しるべとして用い

ることにする。そして、Ｒ,ポーデが、硬直した

体操に命（魂）を吹き込んでいく経緯について明

らかにするとともに、『ドイツ体操」にどのよう

に貢献していったかを考察する。

１．体操改革者としてのＲ・ボーデ

Ｗ､ボーデ（WolfgangBode，1924-2004)38)に

よると39)、ルードルフ．ボーデは、1881年２月３

日に、商人であるＬ・ボーデ（LudwigBode）と

その妻エリーゼ（Elise）の息子としてキールに

生まれた。1901年の夏学期に、彼はキール大学

に入学し、哲学と自然科学の勉学に没頭した。

この勉学は、ライプチヒ大学で1901-02年の冬学

期に継続された。同時に音楽学校にも通った。

1904年３月の作曲試験で、この音楽の勉強は終了

した。1906年10月に、Ｗ・ヴント（WilhelmMax

Wundt,1832-1920)４０)とＦ・クリューガー（Felix

Krdger，1874-1948)4')のもとで書いた論文「中

および弱の強度の音叉の時間閏」により、博士の

学位を受けた。その後、色々な劇場でオーケスト

ラの指揮者としての歳月が続いた。

1909年４月に、彼はブラウンシュヴァイク

（Braunschweig）でエリー（EllyDrenkmann，

1886-1983）と結婚した。この若い夫婦はスイ

スの音楽教育家であり作曲家でもあるジャッ

ク・ダルクローズ（EJaque-Dalcroze）のも
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とで学ぶ決心をした。その研究所はドレス

デン（Dresden）の近くの田園都市へレラウ

（Hellerau）にあった。1911年10月、ポーデ

は、ミュンヘンでリズム体操の最初の教授を始

め、ボーデ体操学校（BodeSchule）を創立し

た。1913年４月に音楽堂で発表された最初のプ

ログラムは、すでに入念に研究された新しい基

本構想をもっていた。すなわち、「唯一の中心か

らの心的な作用による全身運動の有機的な42)発

現」43）という考えであった。１９１２年１１月の

ルードヴイヒ・クラーゲス（LudwigKlages，

1872-1956)44）との出会い45)は、ボーデにその

構想の妥当'性を確信させ、振りの運動（die

schwingendenBewegung）の明解な理論構築を

促した。1913年に発表した論文「リズム体操の課

題と目標｣46)によって彼は彼の体操の基礎を固め

た。1913年の夏、ボーデはヘレラウの夏期講習の

聴覚教育の授業を受けもった。そこで、彼はダル

クローズの代理としてポーデ式の体操授業を行っ

た。ダルクローズ自身は出席していなかったが、

その後、指導法をめぐってダルクローズとボーデ

の問に衝突47)が起こった。その結果、ボーデは

ダルクローズの方法論から離れ48)、独自の道を進

むこととなった。

1922年７月、彼の最初の基礎的研究である『表

出体操｣49)が出版された。この著書は、衝撃的に

全ドイツにひろまり、ポーデの研究法を人々に知

らせた。その後起こったポーデ運動は、1922年８

月１日～15日イエナ（Jena）での大学講座より

始まったと思われる。「その講座には、100人を超

える教師が全ドイツから集まり、さらに多くの外

国人、特にチェコスロバキア、スイス、スウェー

デンからの参加があった。この参加者たちによっ

て、身体教育のためのボーデ同盟（BodeBund

fnrK6rpererziehung)50)が設立された。その設

立集会は、準備委員会の後８月11日の午後、小さ

な公民館で催された。議長はＨ､メダウ、書記は

Ｈ､フルフト（HansFrucht)、会計はＭ,フェルス

ト（MariaF6rst）が務めた｡」と、Ｈ・フルフト

はボーデ同盟「報告」第１号で述べている5')。イ

エナの大学講座に続く８月16日に、第二の講習会

が,60人の参加者を集めて彼の故郷であるキール

で始められた。その後ボーデは最初の決定的な発

展の糸口を得た。，922年10月５日～７日に開催

された「芸術的身体修練のための会議」に、Ｒ、

ポーデも参加したのである。この会議の後、ボー

デはさらに多くの講習会に招聴されるようになっ

た52)。

２．動きの修練

1922年の会議の頃は、まだ新しい体操諸派は全

く別々に活動していた。シュピースーマウル方式

の体操やスウェーデン体操は、１９世紀中頃から

ヨーロッパ各国に普及し、世界に広まった。それ

は、人間の身体運動を部分運動に分割し、それを

組み合わせ、一連の運動に仕立てていく徒手体操

や、整列・行進を中心とする秩序運動を内容とす

るもので、自然科学万能の合理的精神に基づき、

号令に合わせて一斉に行われる幾何学的・形式的

な集団運動であった53)。しかし、その後、これら

の体操は、あまりに機械的で人間の運動ではない

という批判を受けるようになり、新しい体操が求

められ、体操諸派による改革の努力がまず個別に

なされた。このような状況のなかで、1922年の最

初の体操会議が行われた。

Ｅ､ハルテ（ErichHarte）の報告54)によると、

1922年の「芸術的な身体修練のための会議」で

は、Ｒボーデを含む新しい体操の諸派の演技発

表が行われた。ハルテは、そのそれぞれの発表の

具体的な運動について報告している。目的や方法

は異なっていたが、この会議での演技発表では、

歩く、走る、跳ぶ等の全身的な動きの基礎修練が

特徴的であったことがわかる。Ｈ,メダウは、そ

こで発表きれた演技の印象を「部分運動の組み合

わせではなく、全身が有機的に関わるような新し

い運動学が、いろいろな演技を通して紹介され

た｡｣55)と述べている。そして、その会議に続く

1926年の「体操的身体陶冶の会議」について、

Ｒ､ハルテン（ReinholdHarten）は、「すべての

自然な本物の動きは、全身、丸ごと人間を巻き込



｢ドイツ体操（DeutscheGymnastik)」に果たしたルードルフ・ポーデの貢献について ７

んで行われ、リズミカルである。…（中略）…も

し運動が本当に身体から湧きあがるならば、その

全身運動はリズミカルであるに違いない｡｣56)と

いう前置きをしたうえで、この会議での演技発表

では身体の中心部を硬直させて行われる個々の筋

肉や靭帯の部分運動ではなく、流れるような全身

運動が目指されたと述べている。そして、発表さ

れた演技の特徴を表すキーワードとして「全体性

（Totalitat)」と「リズム（Rhythmus)」を挙

げている57)。

このように、これらの会議での演技発表では、

シュピースーマウル方式の体操やスウェーデン体

操の形式的な部分運動の組み合わせではなく、歩

く、走る、跳ぶ等々のリズミカルで全身的な運動

の基礎修練が取り上げられていたことがわかる。

Ｆ､ヒルカーは「純粋体操」のなかで「呼吸教育

においても、筋肉群の鍛錬においても、姿勢や身

体形成、緊張や解緊においても、内的あるいは外

的な動きが重要であるので、体操においては身体

に関するどのような研究もすべて動きの修練であ

るといってよいであろう。｣58)と述べ、「動きの修

練」を新しい体操の中心課題に据えている。そし

て、自然でリズミカルな動きの修練は、すでに

デルサルト（FDelsarte，1811-1871)、ステビン

ス（Ｇ､Stebbins）の時代から引き継がれ、Ｅ､ダ

ンカン（EDuncan,1874-1948)、メンゼンデイー

ク、カルマイヤー、ギンドラー、ローエラント派

の人々、ボーデ等によって取り組まれてきたと説

明している59)。

３．Ｒ・ボーデによる「リズミカルな動きの修練」

Ｒボーデは、「芸術的身体修練」の初版に寄せ

た論文「古い教育と新しい教育」のなかで、「今

日の私たちの生活は常に強い意志的緊張を強いら

れている。それが引き起こす心の抑圧は私たちに

大きな危機をもたらす。緊張は解緊によって解除

される。緊張と解緊の対立はリズムそれ自体に

その根拠がある（基礎づけられている)。解緊は

身体に再び生命を養う力を与える。…（中略）…

緊張と解緊の交替の上に構想されていないような

身体教育の体系は教育におけるこれまでの混迷

をただ増大させるのみである｡｣60)と、「緊張と解

緊｣61)そして「リズム」の問題を取り上げてい

る。そして、彼は、「芸術的身体修練」の改訂版

に載せた論文「表出体操の本質について」のなか

で、「子どもたちの動きはリズミカルである｡｣62）

と述べ、彼はそこから出発して新しい体操を展開

してきたと説明している。「リズムという言葉に

最も相応しいドイツ語は『振り（Schwung)」で

ある。リズミカルな遊びをすることやリズミカ

ルに踊ることを「揺れ動く（schwingend)」とい

う。振りには、すべてのリズミカルなもののもつ

対になった要因が含まれる（持続性と分節であ

る)。それゆえ、私たちは表出体操の中心に振り

の運動（SchwungUbungen）をおいた。｣63)と、

彼はリズムの特性を「緊張と解緊の交替」にみて

とり、「振り（Schwung)」を中心にして彼の体

操を作り上げていった。彼は、振りの運動とし

て、下へ、上へ、横への振りと回旋、そして応用

（目的的運動）として打つ、引く運動、さらに

（ゆっくりとした振りの応用として）突く、押

す、持ち上げる運動を挙げている64)。

1922年の会議でのＲ､ボーデの演技発表につい

て、Ｅ､ハルテは次のように具体的に報告してい

る65)。演技では、全身的な運動の経過にはリズム

の繊細な波が現れるとして、解緊運動、身体の中

心から始まる振動運動、さらに労働やスポーツや

芸術活動のための基礎となるような緊張運動とし

て突く、打つ、引く、つかむ、バランス、抵抗す

る等々の実演が行われた。

Ｒ､ポーデも、また、新しい体操の中心課題と

して、リズミカルな動きの修練に取り組んだので

ある。

４．芸術的な身体修練一身体運動の美的形成

1922年の会議の報告書として出版された「芸術

的身体修練」には、最初にＬ・パラートの「身体と

芸術」が掲載されている。彼は、その最初の部分

で、『芸術的身体修練」という書名の妥当性につ

いて検討している。身体修練の問題をただ体育の
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領域のなかでのみ捉えるのではなく、当時進行中

の芸術教育の改革運動とも照らし合わせるとい

う視点をもつということが重要であるとの考え

から、彼はこの名称にこだわりたいと述べてい

る66)。そして、芸術教育運動の当時の状況を次の

ように要約している。学校で「技術的科目」と呼

ばれている図画、工作、綴り方、音楽そして体育

は、本来、技術的なものとしてではなく芸術科目

として学校へ導入されたが、１９世紀という時代の

流れのなかで科学性を追求し、ただ技術的な熟練

や正確さを目指すような方法に重きがおかれ硬直

化した。この硬直化に対して、これらの領域では

改革運動が起こり、技術的能力の取得をもはや決

して主要な課題とみなさず、それまで最優先され

てきた技術を内的な体験のための表出手段にする

努力があらゆるところでなされたということで

あった。体育の改革をも含むこの改革運動では、

当初から芸術教育が広義に捉えられ、内的な体験

の表出が課題とされた。

Ｆ・ヒルカーは、「学校音楽と教会音楽のための

研究所」で行われた講習会に参加した時に、音楽

と運動を結びつけるダルクローズの新しい教授法

の評判を耳にした。そして、ベルリン・フィル

ハーモニーホールで催されたダルクローズの講演

を聞きに行き、少年少女たちがピアノに合わせて

リズム的に系統立てられた動きをするのを見て感

銘を受けた。しかし、彼はその時、その方法はま

だ正しく行われていないと感じて、音楽のために

だけでなく、もっと人間らしい総合的な動きの修

練を課題とするような芸術的な体操に取り組むよ

うになった67)。

Ｒ､ボーデも、同じ理由から1913年に、ダルク

ローズの研究所を去った。そして、彼は子どもの

リズミカルな動きの観察から、全身運動や表出

（Ausdruck）に関する運動法則を導き出し、彼

の運動学を確立していった68)。彼は、「表出体操

の本質について」のなかで、彼の体操について次

のように述べている。「子どもたちの動きは表情

豊かである（Ausdruck表出をもつ)。このこと

から私は表出体操（Ausdrucksgymnastik）と

いう言葉に至る。この語は、そこに何かを描き

出す（再現するdarstellen）ということを意味す

るわけではない。そうであるならば、私は再現体

操（Darstellungsgymnastik）といっていたで

あろう。それは、また故意に表出させるのではな

く、動きが全身を巻き込んだ時に、全くひとり

でに現れ出るのである。動きは、実に表情豊か

（ausdrucksvoll）である。人が望み、動きが適

切に行われた時には、美しく、自然であり、有機

的である。私たちは、身体教育において、体操に

おいて、ただ適切な動きをすればよい。そうすれ

ば、それが男性的な力の展開を目指すものであ

れ、女'性の身体教育の優雅さを目指すものであ

れ、豊かな表情を示す｡｣69)そして、「新しい体操

は、同時に表出体操でなければならない｡｣70)と

確言している。

このように、Ｌ・パラート、Ｆ､ヒルカー、そして

Ｒ・ボーデは、「芸術的な身体修練」あるいは「身

体運動の美的形成」のもとに、音楽や芸術のため

のものという以上の総合的な身体修練、人間の動

き自体のいきいきとして、美しく、リズミカルな

形成を目指す「動きの修練」を考えていたことが

わかる。

５．体操的身体陶冶一いきいきとした身体現象の

発現と育成

Ｆ,ヒルカーは、1923年の「芸術的身体修練」

のなかに収められた「私たちに必要なこと｣７１)や

1926年に雑誌に寄稿した「ツルネンと体操｣72)と

いった論文のなかで、体操について詳しく論じて

いる。それらの論文のなかでヒルカーは、教育的

な視点から当時の科学技術偏重の社会的傾向や、

図画や体育においても技術や高い出来映えを求め

る成果主義に反対した。そして、知識や技術より

も内的な体験を重要視して教育する立場を貫い

た。体操にとって技能は第二に求められるもの

で、体操においては身体的、心的、精神的にバラ

ンスのとれた運動体験が重視され、体操すること

それ自体が目的ときれる。そこに体操の本質があ

ると、彼は主張した。そして、身体にいきいきと



｢ドイツ体操（DeutscheGymnastik)』に果たしたルードルフ・ボーデの貢献について ９

した生命力を再び取り戻し、外的な目標設定やそ

れを達成するための身体の酷使によって生じる抑

制から身体を解放しようとした。ヒルカーは、

「人間を生命ある者として、より内的な法則性か

ら作用するリズミカルな存在とみなすことが、ま

ず一番に大事である｡｣73)と述べている。

また、Ｒ･ボーデは、彼の体操の中心においた

「振り（Schwung)｣、すなわち「緊張と解緊の

リズミカルな交替」において、心身の相互作用を

指摘している。彼は、1925年に雑誌に投稿した論

文「緊張と解緊｣74)のなかで、緊張と解緊は単に

生理的な問題ではなく、心理的な問題でもあると

している。例として、猫のジャンプの前の緊張と

その後の解緊、クリスマスプレゼントを前にした

子どもの緊張と包みを開けた後の解緊、実験の最

終結果を見守る学生の緊張とその結果を見た後の

解緊、登山者が日の出の瞬間を待つ時の緊張と朝

日が昇った後の解緊等を挙げている。そして、彼

は、全身運動における「身体と心の相互作用」を

主張し、振りの運動や本来の表出運動は、身体の

有機的な全体‘性から湧き出るものであると述べ

ている。Ｒ・ボーデも、Ｆ,ヒルカーと同じように

「心的・身体的リズムを維持し、生命がリズム

で満ちるようにすることが身体教育の課題であ

る｡｣75)と述べている。

そして、Ｆ･ヒルカーは、1935年に完成させた

「ドイツ体操」のなかでも、いきいきとした身体

現象の発現と育成について、次のように言及して

いる。「ひとりの人間のなかでリズミカルに踊る

ような生命の力、これは呼吸、循環、知覚、感情

のなかにも現れるのであるが、そのような生命の

力を感じ取る能力を呼び覚ますことを、新しいド

イツ体操は動きの修練を通して目指してきた｡｣76)。

これらのことから、彼らの理想とする体操にお

いては、いきいきとした身体現象が問題にされ、

人間が本来もっている創造性豊かで湧き出るよう

な生命力を活'性化させることが求められていたこ

とがわかる。

６．人間形成としての体操一総合的な人間形成

Ｌ､パラートは、1926年の会議の報告である「体

操的身体陶冶」のなかでも、1922年の会議の命名

について長く熟慮したことを振り返っている。体

操会議に先立って行われた芸術教育会議の成果を

新しい体操の領域に反映するために、最初の体操

会議の名称を「芸術的身体修練」としたと述べて

いる77)。彼が芸術教育会議の成果として挙げたこ

とは、まず、硬直した方法の強制から子どもを解

放すること、次に、教師たちの注意を創造力に向

けさせ、その力を子どもの自然な発育発達に添っ

た方法で維持し強化させること、そして最後に、

最も高い目標でもある内的、外的な人間形成で

あった。その改革を通して芸術教育は全く干から

びた学校の授業に新鮮な生を呼び覚ますことに成

功したと、彼は述べ、この成功を青少年の身体

教育でも実現しようとした78)。新しい体操の諸派

は、ともに、硬直した形態をほぐし、身体に自然

を取り戻す、本来あるべき人間形成の新しい道を

開こうとした。

Ｆ・ヒルカーは、「ミュンヘン体操会議」のなか

で、「体操は、研究活動であるとともに、教育活

動である。体操は、人間の自然を承認する。そこ

から生の課題や精神的な課題においていきいきと

した力を形成する可能性を提供する。それゆえ、

体操は、体育の問題というよりは、教育の問題で

ある｡｣79)と述べている。そして、彼は、「ドイツ

体操』のなかでも、「(新しいドイツ体操は､）一

面的な理‘性の優位』性に対抗し、動きの修練におい

て、身体的・心的・精神的に調和の取れたひとり

の人間としての存在の全体性を回復させようとし

てきた｡｣80）と述べ、体操が総合的な人間形成に

関わる重要なものであることを主張した。

そして、Ｒ・ボーデも「古い教育と新しい教

育」のなかで、「教育には主要科目も副科目もな

い１すべての科目は同等の価値がある。しかし、

今日の学校における主要科目は系統立て、判断

し、分析する等、精神（Geist）の原理によって支

配されている。心（Seele）は、副科目において

でさえ灰かぶり姫を演じている状態である｡｣8'）
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と、理性中心の学校教育を批判している。彼は、

「身体教育をして精神の教育と釣り合わせようと

するのであれば、身体教育が知らず識らずのうち

に精神的な訓育に陥ってしまうような危険を避け

なければならない｡｣82）と述べている。彼も、身

体的、心的、そして精神的にバランスの取れた教

育を構想していたことがわかる。

ドイツ体操同盟の規約のなかには、すでにこの

総合的な人間形成の理想が次のように示されてい

た。「体操とは、身体をその建設的でいきいきと

した力において発育、発達させ、そしてその身体

を単に身体的だけでなく、心的、精神的な価値の

担い手とするような身体修練である｡｣83)と。

７．ドイツ体操の研究領域へのR､ボーデの貢献

３つの体操会議を含む体操改革運動を経て、

「ドイツ体操」は完成された。そこに提示された

「体操の研究領域」は、動きの基礎修練、姿勢修

練、動きの展開、動きと手具、そして動きの構成

の５つである。

「動きの基礎修練」では、５つの基本運動とし

て歩く、走る、跳ぶ、はずむ、振るが取り上げら

れている。はずむと振る運動は、他の運動よりも

上位におかれ、それぞれ単独でも、また歩く、走

る、跳ぶ運動のなかでも行われる。「姿勢修練」

は、動きの修練を補完するものとして位置づけ

られ、「動きの展開」では、基礎的な運動の変化

やその他の運動との組み合わせ等が、「動きと手

具」では、動きの展開の一方法として基礎的な動

きの応用が扱われる。そしてそれらは構成へと進

展していく。

この「動きの基礎修練一展開一構成」の流れ

のなかで、特に「動きの基礎修練」において、

最も基礎的なものとされているのが、「はずむ

（Federn）と振る（Schwingen)」である。Ｆ・ヒ

ルカーは、次のように説明している。「はずむ」

は、螺旋状あるいは板状のバネのように、外から

強く押しつけられた後、元の形にもどるような

動きで、「振る」は、横方向に突き当たることに

よって、反対方向へ振れる振り子のような動きで

ある。しかし、彼は、人間の動きの「はずむ」と

「振る」は、身体の構造、生命、心的．精神的な

ものに根ざしており、機械的な意味で理解しない

ように気をつけねばならないとも付け加えてい

る84)。

Ｒ､ボーデは、「振り（Schwung)」に現れる

「緊張と解緊の交替」にリズムの本質をみてと

り、この「振り」を彼の体操の中心におき、緊張

と解緊のリズミカルな交替、全身運動、身体と心

の相互作用、そして表出に関する運動法則を駆使

して動きの基礎修練に力を尽くした。

これまでみてきたように、ドイツ体操の「は

ずむ（Federn）と振る（Schwingen)」は、

Ｒ､ボーデの体操の「振り（Schwung)」にあた

る。つまり、Ｆ､ヒルカーは、ボーデのこの「振

り（Schwung)｣、すなわち「緊張と解緊のリズ

ミカルな交替」を重要視し、ドイツ体操の「動

きの基礎修練」のその基礎としての「はずむ

（Federn）と振る（Schwingen)」に取り入れた

と結論づけることができる。

おわりに

Ｒ,ボーデは、動きの修練の中心に「振り」を

据え、彼の運動学を築き、リズミカルでいきいき

とした動きの修練に取り組んだ。彼は、その「振

り」に現れる「緊張と解緊の交替」や「身体と心

の相互作用」にリズムの特性をみて、彼の体操を

展開した。「表出体操」を掲げて独自の道を進む

とともに、彼は、ドイツ体操同盟や体操会議に積

極的に関わることによって、Ｆ､ヒルカーの提唱す

る「身体を単に身体的だけでなく、心的、精神的

な価値の担い手とするような身体修練」を目指す

体操改革運動に合流していった。Ｆ､ヒルカーは、

「ドイツ体操」において「動きの基礎修練」から

「動きの構成」に至る運動修練のための課程を

「体操の領域」として示した。この「体操の領

域」の特に「動きの基礎修練」に、その根幹を

なすものとして「はずむ」と「振る」をおくこと

に、Ｒ,ボーデは大きな影響を与え貢献した。

Ｆ,ヒルカーとＲ､ボーデは、1922年の体操会議
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以後おおよそ10年の歳月をともにして体操改革

運動を推し進めてきた。ただし1931年の体操会

議に、Ｒ､ボーデは参加していなかったようであ

る。ドイツ体操同盟の機関誌「体操」には、１９３１

年にポーデが同盟から脱会した85）という記事86）

が載せられている。それは、ミュンヘン体操会議

の少し前のボーデの誕生日のことであった。同盟

の創設とその後最も有力な活動を展開した同志

との別れに対し、Ｆ､ヒルカーは遺‘憾の念を、そし

て長年の共同研究と友情に感謝を表している。

しかし、彼らの共通の活動はそこでは終わらな

かった。ドイツ体操同盟はナチス（国家社会主

義）の政府によって1933年に解散させられ、また

他の多くの体育・スポーツの組織も解散させら

れて強制的にひとつの新しい団体、「ドイツ帝国

体育・スポーツ・体操教師連盟（Reichsverband

DeutscherTurn-，Sport‐undGymnastiklehrer

e.Ｖ､)」に統合された。Ｆ・ヒルカーは、その連盟

で自発的に体操部門の事務長として働いた87)。そ

して、彼は1935年に彼の体操研究の集約である

「ドイツ体操」を著した。Ｒ､ボーデも、この連

盟の設立以来、「体操とダンス」の部門の指導を

引き受け88)、体操教授法の統一を図ろうと努力

した。その努力の結果が、やはり1935年に、こ

の連盟の叢書の第１号として出された「ドイツ体

操｣89)である。この「ドイツ体操」は、ヒルカー

の「ドイツ体操」とは別の小冊子である。しか

し、この『ドイツ体操」にも、ヒルカーの体操

の５つの研究領域（動きの基礎修練、姿勢修練、

動きの展開、動きと手具、そして動きの構成）

が、ほとんどそのまま踏襲されている。ドイツ帝

国体育・スポーツ・体操教師連盟の編集によるこ

の「ドイツ体操」が出版されたことによって、当

時のツルネン、スポーツそして体操の指導者の同

僚たちに認められた、いわゆる体操の指導要領と

しての「ドイツ体操」ができあがった。こうし

て、Ｆ・ヒルカーとＲ・ボーデの２人の道が、また

交わったのである。
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